
マッピングシステム 衛星写真+耕作者 マッピングシステム タンパクマップ 
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 品種 

 コシヒカリ 

 五百万石 

 千秋楽 

マッピングシステム 作付分布図 マッピングシステム 耕作者分布図 
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①酒造好適米生産の確立 

品 
 
 

 

種 

たかね錦 Ｈ１１年より玄米タンパク含有量による
４区分の価格差設定を導入 

部会制による技術指導で品質向上対策を
実践 

千秋楽 Ｈ１４年より玄米タンパク含有量による
４区分の価格差設定を導入 

〃 

五百万石 Ｈ１５年より玄米タンパク含有量による
２区分の価格差設定を導入。但し、ＪＡ
では３区分の価格差精算を実施。 

衛星画像解析予測データを活用し、ＣＥ
サイロ区分（500ｔ） 

平等から公平への脱却 玄米タンパク含有量 （例）6.4％以下・6.5%～7.1%・7.2～7.4以上・7.5%以上 

○衛星画像解析（リモートセンシング）活用による精密農業 

①玄米タンパク含有量を予測し収穫前
刈取り適期調整及びＣＥサイロ仕分
に向けた高品質生産 

②ＣＥ搬入時の荷受調整 

 

３．地元食品産業との連携 
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カントリーエレベーター出荷確認票 
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衛星画像解析通知書 
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４．リモートセンシング事業の新たな取り組み 

平成２４年～ 

収穫前に通知することにより適期刈取・集荷計画 

マッピングシステムを利用した営農指導 

農家への通信簿的活用 

①実需の需要に応じたタンパク含有量毎に区分集荷の実施 

②高解像度衛星から低・中解像度衛星への切り替え、衛星画像・解析結果の多様な利用 

①パソコン型からクラウド型へ切り替え、データの一元化を実現したマッピングシステ
ムにより、営農指導員の多様な活動拠点を実現 

①食味分析法の管内統一基準による実施により、実測値に基づくお米通信簿の配布 

ランニングコスト低減による生産手取りの最大化 
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お米通信簿（食味分析結果） 
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企業実需者との契約栽培 

 

１．市内酒造会社（数社） 

①酒造好適米品種による生産者部会及び酒造会社により登録生産者・・・・・ 

・加算金 410名 

・タンパク含有量（数値）区分による買取価格差を導入（平等から公平へ） 

（Ｈ５～１社と始まる） 

              ※ Ｈ２５ 生産量 48,358 俵 栽培面積 5,819,907 ㎡ 

   

    ・１社とは、酒造好適米（五百万石）について、マッピングシステム及び

衛星リモートセンシングの活用により、収穫前圃場時の玄米タンパク含

有量を予測し、基準値を基にＣＥ（共同乾燥調製施設）搬入時にサイロ

２区分を実施。 

※ Ｈ２５ 生産量 23,917 俵 栽培面積 23,244 ㎡ 

 

    また、酒造好適米（たかね錦・千秋楽）２品種については、栽培技術指

導会等を酒造会社と連携しながら実施し、買取価格はコシヒカリ＋α 

※ Ｈ２５ 生産量 3,692 俵  栽培面積 3,607 ㎡ 

 

 

２．地域製菓会社（数社） 

  ①特別栽培米わたぼうし生産者部会（もち米Ｈ１６～） 87名 

   ・栽培圃場巡回を製菓会社・生産者と連携して実施 

※ Ｈ２５ 生産量 10,495 俵  栽培面積 1,236,771㎡ 

   ・Ｈ２６より多収性加工用もち米の３年契約 4,000 俵に取り組む。（今後

わたぼうし品種からの移行が想定される） 

 

 

３．製菓通販会社 

  ①コシヒカリ栽培研究会（Ｈ１６～）会員１３戸（法人 10・大規模農家３） 

   ・ＣＥ（共同乾燥調製施設）サイロ１本（250ｔ）から始まり 現在サイロ

２本（500ｔ）を使用。 

尚、販売にＪＡは関わらず、主たるは研究会販売であるが、会員の判断

で独自販売又はＪＡ販売も選択可 

※ サイロ２本（500ｔ）＝約 6,600俵 
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